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に従って以下の条件で実施した。

試験条件

被験物質の物性及び予備的な検討において、当該被験物質については揮散性が確認

されたため、密閉系による試験を行った。

1) 被験物質 : 1,2,3‐トリメチルベンゼン

2) 暴露方式 : 止水式,密閉系

振とう培養 (1oo rpm に設定)

3) 供試生物 : Ps細め★をじか}鑑定 /層 別 bcapi云ata (ATCC 22662 株 )

4)暴露期間 : 72時間

5) 試験濃度 (設定値 ): 対照区 ,0.50,1.1,2.3,5,0,11,23 mg/L

公比 ;101/3( 約 2.2)

6) 試験溶液量 : 250 mL/容器

7)連数 : 3容器/濃度区、6容器/対照区

8) 初期生物量 : 細胞数 0,5×104 cells/mL( 生物量として 0.5 mg/L以下 )

9) 試験温度 : 23℃で設定し、経時的変動範囲は ±2℃以内とする。

10) 照明 : 65 ~ 85 "E/m2/s (フラスコ液面付近 ) で連続照射
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(白色の蛍光灯を用い、連続的に照射する)。

11)pH : 暴露期間中、PH の調整は行わない。

12)分析法 : HPLC 法

結 果
1)試験溶液中の被験物質濃度
暴露開始時の被験物質濃度は設定値の 82%~ 88% であり、設定値からの低下が確

認された。これは、当被験物質は揮散性を有することから、調製時における希釈等の

操作過程で揮散により濃度低下が生じたものと考えられる。

また、揮散性に対応するため密閉系で試験を行ったものの、暴露期間中の被験物質濃

度は、暴露終了時で暴露開始時の 87 ~ 89 % となり、調製時の濃度からの揮散によ

る経時的な濃度低下が確認された。

従って、各影響濃度 (50 % 生長阻害濃度、最大無作用濃度) の算出にあたっては、

暴露開始時、24、48 時間後及び暴露終了時の測定値の幾何平均値を採用した。

2) 生長速度の比較による阻害濃度

密閉系による試験であるため、対照区の毎日の生長速度の変動係数が暴露開始後 0‐

72 時間で 37,9 % となり、35 % を超えたことから試験の有効性を満たさなかった。

一方、暴露開始から 48時間までの間は生長速度が一定で指数増殖していると判断で

きた。

従って、試験結果には暴露開始後 0‐48時間の結果を採用し、参考として 0‐72時

間の結果を併記した。

0‐48時間の各影響濃度(採用値)

50 % 生長阻害濃度 (E.C5。) : 5,7mg/L

(95 %信頼限界 :4.9 ~6.9 mg/L),Probit

最大無作用濃度 (NOEC) : 0.38mg/L ,Dunnett

o‐72時間の各影響濃度(参考値)

50 % 生長阻害濃度 (E‘- : 4.4mg/L

(95 %信頼限界 :4,1~ 4,7 mg/L),Probit

最大無作用濃度 (NOEC) 1,9 mg/L , 生物学的判断〔阻害率 4.9 %〕
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